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個別業績の前期実績との差異及び特別損失（連結決算）の計上に関するお知らせ 
 

 

平成28年12月期（平成28年１月１日～平成28年12月31日）の個別業績につきまして、前期（平成27年１月１日

～平成27年12月31日）の個別実績と比較して差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、

連結決算において特別損失を計上しておりますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．個別業績の前期実績との差異 

 

（１）平成28年 12月期個別業績と前期実績との差異 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（平成27年 12月期） 

百万円 

863 

百万円 

△2,244 

百万円 

△2,236 

百万円 

△3,102 

円 銭 

△244.40 

当期実績（B） 

（平成28年 12月期） 
493 △985 △970 △1,016 △73.42 

増減額（B－A） △370 1,259 1,266 2,086 － 

増減率（％） △42.9 － － － － 

 

（２）差異の理由 

売上高については、平成 27 年 12 月 14 日付「会社分割（簡易新設分割）による子会社設立に関するお知ら

せ」で発表したとおり、当社に属していた出版事業について平成 28 年１月４日付で当社を分割会社とする簡

易新設分割を行ったことで、当該出版事業の売上分が減少したこと等の理由により、前期（平成 27 年 12 月

期）と比較して減少しております。 

営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、固定費の削減や業務の効率化等のコスト削減策の実

施等の理由により、前期との比較において損失額が減少しております。 

  

２．特別損失の計上（関係会社清算損、連結） 

 当社グループにおいて旧事業であるソフトウェア基盤技術事業に関連していた海外子会社の清算を行ったこ

とにより、関係会社清算損として連結で32百万円を特別損失に計上しております。 

  

 

 

以 上 


